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はじめに： ドリフト移動度は太陽電池特性を理解するために重要な物理量である。移動度の測

定法としては Time of Flight法や Space-charge-limited-current法などが挙げられるが、前者では 1 

μm以上の厚い試料が必要であり、後者では正確な移動度評価のためにはスケーリング則を確認

する必要がある[1]。我々は光誘導吸収測定法[2]やインピーダンス分光測定法[3]を用いて実際の

太陽電池を用いて移動度評価を行ってきた。しかし、両極性素子である太陽電池構造でのインピ

ーダンス分光測定では電子に由来する移動度か正孔に由

来する移動度かの同定ができなかった。光誘導吸収測定

では正孔ポーラロンの誘導吸収帯を観測するため、太陽

電池構造でも電荷種の同定が可能である[2]。本報告では、

光誘導吸収により逆構造有機太陽電池の正孔移動度評価

が可能であることを示す。 

実験：光誘導吸収測定には ITO/TiO2/P3HT:PCBM/ 

MoO3/Au の構造の素子を、インピーダンス分光測定には

ITO/PEDOT:PSS/P3HT:PCBM/Ca/Al の構造の素子を用い

た。光誘導吸収測定には 480 nm のレーザー光をポンプ

光に用い、100 mW/cm
2 の条件で測定を行った。プロー

ブ光は P3HT の正孔ポーラロンの誘導吸収帯を観測する

ため 680 nmにした。 

結果及び考察： 図 1 に逆バイアス電圧印加時の光誘導

吸収の変調周波数特性を示す。印加電圧の絶対値が増加

するに連れて、ピーク周波数が高周波側にシフトしてい

る。ピーク周波数の逆数を正孔走行時間として、ピーク

周波数から見積もった走行時間の逆数の印加電圧依存

性を図 2に示す。同図より、走行時間の逆数は印加逆バ

イアス電圧に比例していることがわかる。これより図 1

のピーク周波数の印加逆バイアス電圧依存性は正孔の

走行時間を反映していることがわかる。図 2にはインピ

ーダンス分光法により決定した走行時間も合わせて示

す。これらの測定法で得られた走行時間がよく一致して

いることがわかる。この結果より、光誘導吸収測定法に

より正孔ドリフト移動度が決定できることを示すこと

ができた。正孔移動度は 300 Kで(4.2-6.7)×10
-5

 cm
2
/Vsで

あった。 
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Fig. 2 Applied voltage dependence of 

reciprocal of transit time determined by 

using PIA and impedance spectroscopy (IS) 

measurements. 
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Fig. 1 Modulation frequency dependence 

of photoinduced absorption (PIA) intensity 

of negative bias. 
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